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 一般社団法人交通環境整備ネットワークの9期目となった2017年度（平成29年度）においては、地域鉄道フォ

ーラム2017及び初めてとなる鉄道写真詩コンテストを開催いたしました。 

また、地域と鉄道の一層の結びつきが必要との認識のもと、交通環境の調査研究を進めると共に、各種催し物への

後援、協力等を行ってきました。 

 詳細については以下のとおりです。 

 

１．交通環境の調査研究 

 

 鉄道、バス等交通環境の現状に関する諸情報を収集するとともに、調査研究等を 2017 年 11 月発行の会報「地域

交通を考える」第9号において公表しました。 

 

 「地域交通を考える」第9号の内容 

【巻頭言】四国の鉄道と鉄道特性                泉 雅文 

【バス】平成23・24年の国際興業株式会社「飯能営業所」の存廃問題の経緯について 

                               後藤崇輔・白瀬雄一 

バス停標識表示ガイドラインVer1（私案）～見やすく分かりやすいバス停をめざして～ 

           入江 聡 

【地域鉄道】 

  私鉄・第三セクターにおけるビール列車の運行形態について  塩島 翔 

三江線全駅訪問自転車ツーリング～乗って、巡って、撮って、のんびり旅～  

      高橋敏昭 

【観光と交通】青梅市の観光と交通               早川伸二 

【海外の鉄道】台湾鉄道事情                   唐崎好彦 

エストニア・ラトヴィアの交通事情             平田一彦 

シベリア横断「ロシア号」の旅               入江一也 

【鉄道営業】大正から昭和・終戦に至る旅客鉄道運賃・料金の変遷 原  潔 

【連載：鉄道法律相談】鉄道の音と商標             小島好己 

【講演録】地域鉄道フォーラム2017「写真と詩で伝える鉄道の魅力」講演録  

【作品集】 鉄道写真詩コンテスト2017入賞作品集 

 

２．交通環境の整備及びその活動に対する支援協力 

 

（１）主催活動 

① 地域鉄道フォーラム2017（国土交通省鉄道局後援） 

「写真と詩で伝える鉄道の魅力」を以下のとおり開催しました。 

期 日：平成29年6月10日（土）13時00分～15時15分 

場 所：東武博物館ホール 

参加人員：138名 

プログラム 

   1.来賓あいさつ 国土交通省鉄道局鉄道事業課長 大野 達氏 

   2.基調講演 「写真で伝える鉄道の魅力」 鉄道写真家 米屋こうじ氏 

   3.特別講演 「SL 復活運転、日光・鬼怒川に新たな魅力を」 

     東武鉄道株式会社 SL 事業推進プロジェクト課長 守都正候氏 

   4.トークセッション「地域の鉄道、写真と詩による表現の可能性」 

      コーディネーター／鉄道写真家        米屋こうじ氏 

      鉄道フォトライター             矢野直美氏 

      鉄道アーティスト              小倉沙耶氏 

      詩人・社会学者               水無田気流氏 
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②鉄道写真詩コンテスト2017（国土交通省鉄道局後援） 

1.作品の応募受付期間：平成29年7月1日～平成29年9月30日 

2.応募総数 234作品 

3.審査／審査結果発表 

 国土交通省鉄道局長、米屋こうじ（鉄道写真家）、水無田気流（詩人・社会学者）、一般社団法人交通環

境整備ネットワーク代表理事により平成29年10月3日審査会を開催 

 審査結果発表 平成29年10月31日 国土交通省プレス発表及びホームページ 

4.作品展の開催 

      東武博物館（東京都）   平成29年11月 1日～平成29年11月30日 

       鉄道博物館（さいたま市） 平成29年11月 8日～平成29年12月 4日 

5.米屋こうじ＆水無田気流トークステージの開催 於「東武博物館」平成29年11月23日 

6.作品集ほか 

作品集（A4二つ折り）1,500部 印刷配布（東武博物館・鉄道博物館ほか） 

   月刊「鉄道ジャーナル」2018年1月号（2017年11月20日発行）で受賞作品を掲載 

   作品を使った2018年カレンダーをホームページ上で公開 平成29年12月12日 

 

（２）後援・協力、参加等の活動 

①後援・協力 

1.東北福祉大学鉄道交流ステーション主催第30回企画展「東北・北海道を走ったブルートレイン」後援 

平成29年4月4日~平成29年7月5日 

2.東北福祉大学鉄道交流ステーション主催第31回企画展「鉄道のオノマトペー—言葉になった列車の音—」

後援 平成29年8月1日~平成29年11月4日 

3.ローカル鉄道地域づくり大学主催「ローカル鉄道・地域づくり大学サマースクール2017」後援  

平成29年8月26日~平成29年8月27日 

4.全国高等学校鉄道模型コンテスト後援 平成29年8月5日～平成29年8月6日 

5.東北福祉大学鉄道交流ステーション主催第32回企画展「全線開通100周年記念 陸羽東線展」後援  

平成29年12月5日~平成30年3月3日 

 

②参加等 

1.運輸総合研究所主催「研究報告会2017年春」（第41回） 平成29年5月23日 

2.運輸総合研究所主催「運輸政策セミナー」（第53回） 平成29年7月19日  

3.運輸総合研究所主催「運輸政策セミナー」（第54回） 平成29年9月20日 

4.運輸総合研究所主催「研究報告会2017年春秋」（第42回） 平成29年11月30日 

5.東京大学公共政策大学院 ITPU(国際交通政策研究ユニット)主催セミナー「ネットワークのリ・デザイン

で新たな日本を創造する」平成30年3月1日 

6.国土交通省関東運輸局・運輸総合研究所主催「草津観光プロモーション＆セミナー」 

平成30年3月19日     ほか 

 

３．安全対策・支援事業 

 以下の支援事業を実施しました。 

（１）パンフレット「鉄道は地域の架け橋」をリニューアル、地域鉄道支援の広報活動を行いました。 

（２）平成30年2月28日鉄道技術安全懇話会をJR東海総合研修センターにおいて開催しました。 

 

４．交通環境にかかる提言、出版並びに情報発信 

（１）インターネットによる情報発信 

①ホームページ 

 インターネットサイトhttp://ecotran.or.jp/より情報発信を行いました。 

②メールによる鉄道関係情報等の配信  

 鉄道等の地域交通関係諸情報を収集するとともに会員あてメールで配信を行いました。 
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（２）会報「地域交通を考える」の発行 

交通環境の調査研究論文及び諸情報をまとめた会報「地域鉄道を考える」第9号を平成29年11月に発行しまし

た。一般頒布はネットからの受付と共に、従前からの東京神田神保町「書泉グランデ」での販売に加え、新たに国

土交通省地下一階「島田書店」での委託販売を行いました。 

（３）鉄道ジャーナル誌に法人活動等掲載 

当法人並びに会員の活動等を紹介する「ecotran通信」を毎月鉄道ジャーナル誌に掲載しました。 

 

５．法人のうごき 

 

（１）定時社員総会 

日時  平成29年6月10日（土） 11時～11時40分 

場所  東武博物館ホール 

出席者及び委任状及び賛成議決個数79個（総社員数136）  

報告・承認事項 

 1.2016年度事業報告の件 

 2.2016年度決算報告の件 

 3.2017年度事業計画の件 

 4.2017年度収支予算書の件 

  それぞれの内容を説明し、2016年度事業報告及び2016年度決算報告については、監事を代表して入江監事

から正しく事実と認める旨の監査報告がなされました。 

  会場に一括承認を願ったところ、満場一致で承認がなされました。 

  決議事項 

   決議事項 

第1号議案 理事選任の件 

任期満了の理事候補者原潔ほか 7 名の選任について会場に諮ったところ満場一致で選任決議がなされ

ました。 

第2号議案 監事選任の件 

任期満了の監事候補者小島好己の選任について会場に諮ったところ満場一致で選任決議がなされまし

た。 

 

（２）理事会 

①平成29年6月10日（土） 東武博物館 

代表理事及び業務執行理事の選定 

②平成29年7月19日（水） 港区生涯学習センターばるーん 

鉄道写真詩コンテストの開催、地域鉄道フォーラム2018の開催について 

③平成29年10月3日（火） 港区生涯学習センターばるーん 

  鉄道写真詩コンテストの応募状況、会報の作成について、地域鉄道フォーラム2018の開催案について 

④平成30年1月19日（金） 港区生涯学習センターばるーん 

  鉄道写真詩コンテストの結果報告、平成29年度決算見込み 

 

（３）会員数 

      平成30年3月31日現在    会員数  145名 

                         （うち、法人会員2名） 
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報告・承認事項

２０１７年度 決算報告書
第9期：　2017年4月1日～　2018年3月31日
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単位：円

一般会計 収益事業 内部取引消去 合計ｂ

①受取入会金 10,000 8,000 8,000 2,000
②受取年会費 320,000 370,000 370,000 △ 50,000
③事業収益 300,000 6,000 6,000 294,000
④受取寄付金 50,000 150,000 150,000 △ 100,000
⑤雑収入等 60,000 3,739 2 3,741 56,259
⑥他会計からの繰入額 100,000 0 0 0 100,000

840,000 531,739 6,002 0 537,741 302,259

①事業費支出 450,000 575,636 8,060 0 583,696 △ 133,696
②管理費支出 330,000 241,196 70,000 0 311,196 18,804
③他会計への繰出額 100,000 0 0 0 100,000

880,000 816,832 78,060 0 894,892 △ 14,892
△ 40,000 △ 285,093 △ 72,058 0 △ 357,151 317,151

0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0

10,000 0 0 0 0 10,000

△ 50,000 △ 285,093 △ 72,058 △ 357,151 307,151

1,061,699 792,054 269,645 1,061,699 0
1,011,699 506,961 197,587 704,548 307,151

消費税等の会計処理は、税込方式による。

差異 a-b 備　　考
決　　算　　額予算額

a
科　　目

当期収支差額

前期繰越収支差額
次期繰越収支差額

（２）財務活動支出
財務活動収支差額

４．予備費支出

収　　　支　　　計　　　算　　　書

（１）財務活動収入

２．投資活動収支

１．事業活動収支

投資活動収支差額

３．財務活動収支

（１）事業活動収入

（１）投資活動収入
（２）投資活動支出

事業活動収入計
（２）事業活動支出

事業活動支出計
事業活動収支差額

第9期：　2017年4月1日～　2018年3月31日
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単位：円

一般会計 収益事業
内部取引
消去

合計ｂ

(1)地域鉄道フォーラ
ム等の開催

70,000 60,874 60,874 9,126 ポスター等

(2)鉄道写真詩コンテ
ストの開催

180,000 402,202 402,202 △ 222,202

(2)会報の作成 100,000 112,560 112,560 △ 12,560
(3)地域鉄道支援 100,000 8,060 8,060 91,940

450,000 575,636 8,060 583,696 △ 133,696

（1）旅費交通費 10,000 2,250 2,250 7,750
（2）通信費 15,000 70,291 70,291 △ 55,291 郵便、宅配便

（3）諸会費 5,000 2,700 2,700 2,300
（4）会議費 10,000 9,430 9,430 570 理事会等

（５）印刷製本費 5,000 7,585 7,585 △ 2,585
（6）賃借料 90,000 78,834 78,834 11,166 事務所・電話借料

（7）事務用消耗品費 30,000 14,282 14,282 15,718
（8）新聞図書費 5,000 1,970 1,970 3,030
（9）委託費 15,000 800 800 14,200

(10)租税公課 140,000 40,480 70,000 110,480 29,520 法人税等

（11）雑費 5,000 12,574 12,574 △ 7,574 振込手数料等

330,000 241,196 70,000 311,196 18,804

３．他会計への繰出額 100,000 0 100,000

880,000 816,832 78,060 894,892 △ 14,892

１．資金の範囲　　資金の範囲は、現金預金額の範囲内

２．次期繰越収支差額に含まれる資産および負債の内訳

単位：円
前期末残高 当期末残高

現金・預金 1,192,799 816,548
未収入金 0 0
前払費用 0 0
立替金 0 0

資産 a 1,192,799 816,548
短期借入金 0 0
未払費用 0 0
未払金 82,100 70,000
預り金 0 0
前受金 49,000 42,000

負債 b 131,100 112,000
繰越収支差額  a-b 1,061,699 704,548

事業活動支出の内訳

備　　考
予算額

a

決　　算　　額
差異 a-b科　　目

　　　　　管理費計

収支計算書に対する注記

科　　目

事業活動費計

２．管理費

１．事業費

事業費計
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貸借対照表 　2018年3月31日現在

単位：円

一般会計 収益事業
内部取引
消去

合計 a

現金預金 548,961 267,587 816,548 1,192,799 △ 376,251
未収入金 0 0 0
前払費用 0 0 0
立替金 0 0 0

548,961 267,587 816,548 1,192,799 △ 376,251

什器備品 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0
0 0 0 0 0

548,961 267,587 816,548 1,192,799 △ 376,251

短期借入金 0 0 0 0 0
未払費用 0 0 0
未払金 70,000 70,000 82,100 △ 12,100 法人税等

預り金 0 0 0
前受金 42,000 0 42,000 49,000 △ 7,000 会費前受け

42,000 70,000 112,000 131,100 △ 19,100

基金 700,000 0 700,000 700,000 0
一般正味財産 △ 193,039 197,587 4,548 361,699 △ 357,151
正味財産合計 506,961 197,587 704,548 1,061,699 △ 357,151

548,961 267,587 816,548 1,192,799 △ 376,251

正味財産増減計算書 第9期：　2017年4月1日～　2018年3月31日

単位：円

一般会計 収益事業
内部取引
消去

合計 a

Ⅰ　基金増減の部
基金期首残高 700,000 700,000 700,000 0
基金期末残高 700,000 700,000 700,000 0

Ⅱ　一般正味財産増減の部
１．経常増減の部
（１）経常収益

受取入会金 8,000 0 8,000 8,000 0
受取年会費 370,000 0 370,000 344,000 26,000
事業収益 0 6,000 6,000 151,500 △ 145,500
受取寄付金 150,000 0 150,000 0 150,000
雑収入等 3,739 2 3,741 69,089 △ 65,348
他会計からの繰入額 0 0 0 60,000 △ 60,000

531,739 6,002 537,741 632,589 △ 94,848
（２）経常費用

事業費 575,636 8,060 583,696 235,886 347,810
管理費 241,196 70,000 311,196 373,073 △ 61,877
他会計への繰出額 0 0 0 60,000 △ 60,000

経常費用計 816,832 78,060 894,892 668,959 225,933
当期経常増減額 △ 285,093 △ 72,058 △ 357,151 △ 36,370 △ 320,781
２．経常外増減の部
（１）経常外収益 0 0 0 0 0
（２）経常外費用 0 0 0 0 0
当期経常外増減額 0 0 0 0 0
当期一般正味財産増減額 △ 285,093 △ 72,058 △ 357,151 △ 36,370 △ 320,781

92,054 269,645 361,699 398,069 △ 36,370
△ 193,039 197,587 4,548 361,699 △ 357,151

506,961 197,587 704,548 1,061,699 △ 357,151

財務諸表に対する注記
重要な会計指針
１．「公益法人会計基準」（平成20年4月11日・改正平成21年10月16日付け内閣府公益認定等委員会）に準拠しています。
２．消費税等の会計処理は、税込方式によっています。

備    考

経常収益合計

一般正味財産期首残高
一般正味財産期末残高

正味財産合計

（２）固定資産

固定資産合計
資産合計

（１）流動負債
２．負債の部

流動資産合計

負債合計

科   目 前年度 b 増減 a-b 備    考

３．正味財産の部

当　　年　　度

負債及び正味財産合計

１．資産の部
（１）流動資産

科   目
当　　年　　度

前年度 b 増減 a-b

－　８　－



         2018年　4　月 13　日

監　事　　　長　瀬　　博小島好己 ㊞

監　事　　　長　瀬　　博入江　聡 ㊞

第9期：　2017年4月1日～　2018年3月31日

１．監査方法の概要
（１）

（２）

２．監査意見
（１）

（２）

以上

　　　  監　　　査　　　報　　　告　　　書

一般社団法人　交通環境整備ネットワーク

事業報告書の内容は、事実と認める。

   私は、2017年4月1日から2018年3月31日までの第9期会計年度における会計及び業務
の監査を行い、その結果を次のとおり報告する。

会計監査は、帳簿並びに関係書類の整合閲覧により、決算書類の正確性を検討し
た。

業務監査は、理事会及びその他の会議に出席し、必要と思われる事項について理
事から業務の報告を聴取し、関係書類の閲覧等により業務執行の妥当性を検討し
た。

財務諸表及び収支計算書は、会計帳簿の記載金額と一致し、収支状況及び財務
状況を正しく示しているものと認める。

代表理事　　原　　　潔　様

一般社団法人　交通環境整備ネットワーク

－　９　－
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２０１８年度 事業計画  
一般社団法人交通環境整備ネットワーク 

 
１．基本方針 
 
 地域の鉄道は、それを結ぶバスとともに人々の移動を確保することのほか、地域のコミュ
ニティやその地域で培ってきた伝統や文化も支えてきました。 
地域の鉄道及びバスがその機能を十分に発揮するためには、その利便性の向上を図ると

ともに街づくりをとおして地域が活力を持つことが重要となっています。 
このため、一般社団法人交通環境整備ネットワークにおいては、地域鉄道とそれをとりま

く交通環境の調査研究並びに整備を推進します。 
 
２．交通環境の調査研究 
 
 地域鉄道と、それをとりまく都市鉄道、幹線鉄道、バス等の交通環境に関する諸情報を収
集し、その歴史的背景や運営方策についての調査研究を行います。 
調査研究の成果については会報「地域交通を考える」等を通じて広く公表を行います。 

 
３．交通環境の整備 
 

  より良い交通環境の整備を進めていくためには、今ある地域交通の状況を広く多くの方
に知っていただく必要があります。 
そのため、地域鉄道フォーラムを開催するとともに、新たな鉄道の魅力を発掘、発信する

ための鉄道写真詩コンテストを開催します。 
 
（１）地域鉄道フォーラム 2018「鉄道と音楽」を開催します。 

 
期 日：2018年（平成 30年）6月 9日（土）13時 00分～15時 15分 
場 所：東武博物館ホール 
参加費：無料。ただし、東武博物館への入場料大人 200 円、小人 100 円が必要で
す。 
内容：  

「汽笛一声新橋を」からはじまる鉄道唱歌は、全国のさまざまな地域への旅情
をかきたてました。今日クラシックから JAZZ、歌謡曲、童謡等様々なジャンル
の音楽で鉄道に出会うことができます。 
また鉄道側でもイメージソングの作成や列車の発車合図をその土地に由来し

たメロディーにする等の取り組みが行われています。 
これまでの鉄道と音楽の関係を解き明かすとともに、その未来を楽しく語り

ます。 
（プログラム） 
１．来賓あいさつ 国土交通省鉄道局鉄道事業課長 石原 大氏 
２．基調講演 「鉄道と音楽」 ミュージシャン／音楽館代表 向谷 実氏 
３．トークセッション「鉄道と音楽の可能性」 

ミュージシャン         向谷 実氏    
シンガーソングライター    オオゼキタク氏  
鉄道アーティスト       小倉沙耶氏     
コーディネーター／常務理事  向後功作 

 
（２）鉄道写真詩コンテスト 2018を開催します。 

応募規定 
①写真の撮影及び詩作は同一人であって、未発表のものに限ります。 
②応募点数は一人 3点までとします。 
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③写真は、鉄道を題材としたものであって単写真に限ります（組写真は不可）。銀塩写
真、デジタル写真の別、カラー、モノクロの別は問いません。画像ファイルは、JPEG
形式とし、ファイルサイズは 5MB 以内（大きい画像は 5MB 以内に圧縮）としま
す。 

④詩は、自由詩、散文詩のいずれも可。一行詩から、20 行未満の詩であって、20 字
×20行＝400字以内とします。 

 
表彰 

入賞（各賞、表彰状及び副賞 20,000円ギフトカード） 
国土交通省鉄道局⾧賞 
米屋こうじ賞 
水無田気流賞 
エコトラン賞 

入選（若干数、表彰状及び副賞 10,000円ギフトカード） 
 

作品募集期間 自 平成 30年 7月 1日 
       至 平成 30年 9月 30日 
受賞作品の発表  平成 30年 10月 31日（予定） 
受賞作品の展示 東武博物館及・鉄道博物館・日本現代詩歌文学館・東北福祉
大学 鉄道交流ステーション 

 
このほかセミナートレイン等の開催を検討し、決定次第ホームページやメールによって

お知らせいたします。 
また、国、地方公共団体、大学、鉄道会社等の交通環境整備に資する諸活動に参加、協力

及び後援を行います。 
 
４．地域鉄道支援事業 
 
地域鉄道に対して、法律相談や安全対策等の支援を行います。 

 
５．交通環境にかかる提言、出版並びに情報発信 
 
（１）インターネットによる情報発信 
 インターネットホームページ http://ecotran.or.jp を使って情報発信を行うとともに、鉄
道諸情報等を収集、メールによる情報配信を行います。 
 
（２）会報「地域交通を考える」の発行 
 交通環境調査研究の成果及び地域鉄道等の諸情報をまとめた会報「地域交通を考える」を
発行します。発行は、11月を予定しています。 
 
（３）10年史の編纂 
 当法人は 2009年 4月に発足し、本年 4月で 10年目を迎えることができました。つきま
しては、法人のこれまでのあゆみを編纂いたします。 
 
（４）鉄道ジャーナル誌に活動報告掲載 
当法人並びに会員の活動を紹介する記事を、「ecotran通信」として鉄道ジャーナル誌に

掲載し、広く一般の方に周知を行います。 
 
６．当法人の発展のために 
 

 法人の次なる発展のために会員の皆さまの一層のご支援をお願いします。 



単位：円

一般会計 収益事業
内部取引消
去

当年度予算
額合計

前年度予算
額合計

①受取入会金 10,000 10,000 10,000
②受取年会費 370,000 370,000 320,000
③事業収益 140,000 140,000 300,000
④受取寄付金（協賛金） 280,000 280,000 50,000
⑤雑収入等 5,000 5,000 60,000
⑥他会計からの繰入額 0 0 0 100,000

665,000 140,000 805,000 840,000

①事業費支出 500,000 70,000 570,000 450,000
②管理費支出 223,000 70,000 293,000 330,000
③他会計への繰出額 0 0 0 100,000

723,000 140,000 863,000 880,000
△ 58,000 0 △ 58,000 △ 40,000

0 0 0 0
0 0 0 0
0 0 0 0

0 0 0 0
0 0 0 0
0 0 0 0

10,000 0 10,000 10,000

△ 68,000 0 △ 68,000 △ 50,000

506,961 197,587 704,548 1,061,699
438,961 197,587 636,548 1,011,699

単位：円

一般会計 収益事業
内部取引消
去

当年度予算
額合計

前年度予算
額合計

(1)地域鉄道フォーラム等の開催 80,000 80,000 70,000
(2)鉄道写真詩コンテストの開催 300,000 300,000 180,000
(3)会報の作成 120,000 120,000 100,000
(4)地域鉄道支援事業 70,000 70,000 100,000

500,000 70,000 570,000 450,000

(1)旅費交通費 10,000 10,000 10,000
(2)通信費 70,000 70,000 15,000
(3)諸会費 3,000 3,000 5,000
(4)会議費 10,000 10,000 10,000
(5)印刷製本費 5,000 5,000 5,000
(6)賃借料 80,000 80,000 90,000
(7)事務用消耗品費 20,000 20,000 30,000
(8)新聞図書費 5,000 5,000 5,000
(9)委託費 0 0 15,000
(10)租税公課 10,000 70,000 80,000 140,000
(11)雑費 10,000 10,000 5,000

223,000 70,000 293,000 330,000

3.他会計への繰出額 0 0 0 100,000

723,000 140,000 863,000 880,000事業活動費計

次期繰越収支差額

１．事業費

財務活動収支差額

４．予備費支出

当期収支差額

事業費計

２．管理費

管理費計

項　　　　　目

前期繰越収支差額

事業活動支出の内訳

事業活動支出計
事業活動収支差額

２．投資活動収支

３．財務活動収支
（１）財務活動収入
（２）財務活動支出

（１）投資活動収入
（２）投資活動支出

投資活動収支差額

（２）事業活動支出

2018年度　収支予算書

項　　　　　目

１．事業活動収支
（１）事業活動収入

事業活動収入計

－　１２　－
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第 1号議案 会費改定の件 

  

会費は、当法人創設時の 2009年（平成 21年）4月よりこれまで 10年に亘り同額で

維持に務めて参りました。 

 しかしながら東京移転に伴う賃借料の発生や昨今の通信費の値上げ等により経費が

増加しており、収支の均衡を図ることが困難となって参りました。 

つきましては、会員の皆さまにご負担増をお願いするのはたいへん恐縮ですが、以下

のとおり会費及び入会金の改定のご決議をお願い申し上げます。 

 本改定につきましては、個人会員は次年度（2019 年度会費）から、法人会員は本年

度（2018年度会費）から実施をさせていただきたいと存じます。 

 

改定案 

  

 現行（円） 改定（円） 備    考 

個人会員 2,000 3,000 改定につきましては、個人会員は次年
度（2019年度会費）から、法人会員は
本年度（2018年度会費）から実施 法人会員 一口 10,000 一口 48,000 

入 会 金 1,000 2,000 

 

（参考） 

○一般社団法人 交通環境整備ネットワーク 定款（抜粋） 

(経費等の負担) 

第７条 社員は、当法人の目的を達成するため、それに必要な経費を支払う義務を負う。 

２．社員は、社員総会において別に定める入会金及び会費を納入しなければならない。 

 

 

○一般社団法人 交通環境整備ネットワーク会費規程（抜粋） 

（目的）  

第１条 この規程は、一般社団法人 交通環境整備ネットワーク（以下「当法人」という。）定
款第７条第２項の規定に基づき、会費に関する必要な事項を定め、当法人の適切かつ健全な運営
を行うことを目的とする。  

（種類） 

第２条 会費の種類は、入会金と会費とし、１会計年度当たりの額を毎年納入する。ただし、入
会金は入会当初年度のみ納入する。  

（金額） 

第３条 入会金は、1,000円とし、会費は個人会員 2,000円、法人会員１口 10,000円とする。  

（納入時期）  

第７条 当法人入会の承認決定通知から 1 ヶ月以内に入会金及び会費を納入しなければならな
い。 

２ 会員を継続する場合は、毎年 6月までに所定の会費を納入しなければならない。  

（納入方法）  

第８条 会費の納入方法は、当法人が指定する銀行又は郵便局への振込みとする。 

 

 改定 入会金は、2,000円とし、会費は個人会員 3,000円、法人会員１口 48,000円とする。 

 付則 この規程は、平成 30 年 6 月 10 日から施行する。ただし、個人会員に係る金額の規程
については平成 31年 4月 1日から施行する。  
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会員の推移 
 
 一般社団法人交通環境整備ネットワークは、2009 年発足時 7 人の会員から始まりま
した。 

 

 

入会の際に会員の紹介を要件といたしました 

 これまで個人の入会にあたって会員の紹介は不要でしたが、本年 4 月より紹介者 1 名を必要

としております。 

 これは現在ご加入頂いている会員の皆様が当法人のコアメンバーであり、新規の入会にあた

っては既に会員となられている皆様の紹介を要件といたしたものです。 

 なお、会員と面識のない入会希望者は事務局にメールまたは電話であらかじめ相談をいただ

くこととしました。 

 

法人会員の拡大 

 法人会員は現在 2名（5口×2社）となっています。 

 鉄道関係の法人会員に対して法律上の相談等様々な相談やアドバイスにお応えできる体制を

整え、会員数の拡大を行って参ります。 

 具体的には、鉄道事業に関する法律相談受付（弁護士が対応）、鉄道事業に関する安全制度・

安全対策アドバイス、鉄道事業に係る営業制度・営業戦略アドバイス等の相談やアドバイスは法

人会員であればすべて無料で、何回でも相談ができるものとします。 

ただし、現地に赴いて具体的対策を講じる等により交通費等の費用が発生する場合には別途

相談の上、実費のご負担をお願いさせていただくことがあります。 

設
立
総
会 

創
立
総
会 


